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1. はじめに

近年，生産管理現場などでUHF帯-RFID（915～928MH

ｚ）を用いた認証技術の利用が増加している．一方で室内

壁面や,天井などによる電磁波の多重反射を原因とする誤

認証の誘発が問題になっており，これらの電波障害の低減

に電波吸収体の需要が高まっている． また,床からの電磁

波の反射は電波障害の原因である割合が大きく,床材を用

いた電波吸収体には大きな効果が見込める. 

2. 提案する電波吸収体

 本研究の電波吸収体は，誘電体の前面に導電性パッチ

を周期的に配列し，背面には導電性の反射板を取り付けた

構造である．この導電性パッチの共振周波数に対応する電

磁波が入射した場合，y 軸方向のポインティングベクトルが

xz 平面方向に偏向されることにより，電磁波エネルギーは

誘電体内に停留しジュール損出を被ることになる．吸収さ

れないエネルギーは反射波となる．本研究の誘電体には,

一般的な床材の材料である軟質 PVC を用いる. 

3. 解析結果

 正面入射に対する電波吸収体の性能評価を行った． 

また、パッチサイズに対する吸収周波数の遷移も併せて評

価した結果を図 2 に示す.さらに，実使用環境を想定し，斜

め入射波に対する吸収特性を評価した結果を図 3 に示す.

斜め入射の際は正面入射に比べて共振点が高周波にシフ

トすることから，目標周波数（915～928MHz）で十分な吸収

特性を得るにはパッチサイズ Ps=74mmが最適であると判明

した．図 2，3 の結果より，目標周波数において正面，斜め

入射の何れにおいても-10dB 以上の吸収性能を達成して

おり，この電波吸収体がUHF帯-RFID用電波吸収体として

利用可能であることが確認された.  

4. 今後の予定

 今回の解析結果を元に,電波吸収体を実作し実測を行う. 
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図 1 電波吸収体構造 
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図２ パッチサイズと吸収量の関係 
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図３ 斜め入射解析の結果 
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